
　
地
方
自
治
体
は
、
一
部
の
大
都
市

を
除
き
、
深
刻
な
人
口
減
少
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
登
別
も
急
速
に

「
ま
ち
」
の
縮
小
が
進
み
、
市
の
人

口
は
、
最
も
多
か
っ
た
昭
和
58
年
度

に
は
５
万
９
千
人
を
超
え
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
３
年
度
現
在
、
４
万
６

千
人
台
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
市
の
小
・
中
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
の
数
は
、
最
も
多
か

っ
た
昭
和
58
年
度
の
８
千
885
人
か
ら

６
割
以
上
減
り
、
令
和
３
年
４
月
に

は
２
千
900
人
台
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
内
に
13
校
あ
る
小
・
中

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
数
が
減

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
学
級
数
や
１
学

級
当
た
り
の
人
数
が
減
り
、
学
校
の

規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
規
模
が
小
さ
く
な
る
こ
と

は
、
教
師
の
目
が
子
ど
も
た
ち
に
よ

り
行
き
届
く
よ
う
に
な
っ
た
り
、
子

ど
も
同
士
の
交
流
が
深
ま
り
や
す
く

な
っ
た
り
す
る
な
ど
の
「
良
さ
」
も

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
1
に
示
す
よ
う

な
さ
ま
ざ
ま
な
「
課
題
」
が
生
じ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
先
、
小
・
中
学
校
の
小
規
模

化
が
一
定
程
度
進
む
と
、
こ
れ
ら
の

「
課
題
」
を
教
職
員
の
工
夫
だ
け
で

克
服
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
市
教
育
委
員
会
は
、
平

成
26
年
５
月
に
『
登
別
市
学
校
適
正

配
置
基
本
方
針
』
を
策
定
し
、
市
の

学
校
・
学
級
規
模
の
目
安
や
、
学
校

統
合
な
ど
規
模
を
適
正
化
す
る
た
め

の
手
法
、
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
に
関
す
る
考
え
方
を
ま
と
め

ま
し
た
。
（
2
の
と
お
り
）

　
ま
た
、
平
成
27
年
１
月
に
は
、
国

が
『
公
立
小
学
校
・
中
学
校
の
適
正

規
模・適
正
配
置
等
に
関
す
る
手
引
』

を
策
定
し
、
望
ま
し
い
学
級
数
や
通

学
距
離
の
目
安
な
ど
を
示
し
ま
し
た
。

（
3
の
と
お
り
）　
　

　
市
教
育
委
員
会
は
『
学
校
適
正
配

置
基
本
方
針
』
を
策
定
し
て
か
ら
、

各
小
・
中
学
校
の
学
校
運
営
協
議
会

で
適
正
配
置
の
取
り
組
み
に
関
し
て

説
明
を
重
ね
て
き
た
ほ
か
、
令
和
元

年
度
に
、
学
校
規
模
の
縮
小
が
進
む

中
学
校
区
の
保
護
者
や
地
域
に
住
む

方
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
も
児
童
や
生
徒

の
人
数
は
予
想
を
上
回
る
速
度
で
減

少
し
、
い
く
つ
か
の
学
校
で
は
小
規

模
化
に
よ
る
「
課
題
」
が
目
立
ち
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
教
育
委
員
会

は
、
令
和
３
年
度
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

学
校
規
模
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
具
体
的
に
進
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
後
35
年
間
の
学

校
配
置
の
在
り
方
を
示
す
「
将
来
に

お
け
る
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
（
全
体
構
想
）
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
「
将
来
に
お
け
る
小
・
中
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン（
全
体
構
想
）」

は
、
将
来
の
学
校
配
置
の
在
り
方
を

示
す
も
の
で
す
。

　
令
和
37
年
度
ま
で
の
35
年
間
を
第

１
期
〜
第
３
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
期
間
に
い
る
で
あ
ろ
う
市
内
の
児

童
・
生
徒
の
人
数
を
基
に
学
校
・
学

年
ご
と
の
人
数
を
推
計
し
、
学
校
や

学
級
の
規
模
を
予
想
し
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
予
想
を

基
に
、
学
校
統
合
の
方
向
性
な
ど
を

含
め
、
各
期
間
の
学
校
配
置
の
姿
を

検
討
し
ま
し
た
。

　
第
１
期
の
期
間
は
、
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
指
針
で
あ
る
『
第
３
期

基
本
計
画
』
に
合
わ
せ
て
、
令
和
３

年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
と
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
間
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
計

値
に
基
づ
く
学
校
・
学
級
規
模
が
、

『
学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
』
で
示

し
た
学
校
・
学
級
規
模
の
目
安
を
下

回
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

小
規
模
化
に
よ
る
「
課
題
」
が
す
で

に
生
じ
て
い
る
こ
と
と
い
っ
た
条
件

を
満
た
す
学
校
を
対
象
に
、
学
校
統

合
の
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
数
は
、
令
和
３
年
４

月
に
２
千
924
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、

令
和
７
年
度
に
は
２
千
635
人
ま
で
減

少
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
幌
別
地
区
の
幌
別
東
小
学
校
は
、

令
和
７
年
度
以
降
、
２
つ
の
学
年
を

一
つ
に
ま
と
め
た
複
式
学
級
が
継
続

的
に
生
じ
、
『
学
校
適
正
配
置
基
本

方
針
』
で
示
す
学
校
規
模
の
目
安
を

下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
登
別
地
区
の
登
別
中
学
校

は
、
す
で
に
１
学
年
１
学
級
の
状
況

が
続
き
、
『
学
校
適
正
配
置
基
本
方

針
』
で
示
す
学
校
規
模
の
目
安
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
令
和
５
年

度
以
降
は
学
級
規
模
の
目
安
を
下
回

る
学
年
が
複
数
生
じ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
第
１
期
中
に
登
別
中

学
校
を
幌
別
中
学
校
に
統
合
し
、
加

え
て
幌
別
東
小
学
校
を
幌
別
小
学
校

に
統
合
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
登
別
地
区
の
登
別
小
学
校

は
、
今
も
『
学
校
適
正
配
置
基
本
方

針
』
で
示
す
学
級
規
模
の
目
安
を
下

回
っ
て
い
ま
す
が
、
同
地
区
唯
一
の

小
学
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
地
区

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
こ

と
な
ど
も
検
討
し
な
が
ら
、
存
続
さ

せ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。　

　
こ
の
結
果
、
現
在
13
校
の
市
内
小

・
中
学
校
数
は
、
第
１
期
中
に
11
校

に
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
期
の
期
間
は
、『
基
本
計
画
』

の
次
期
計
画
期
間
に
合
わ
せ
て
、
令

和
８
年
度
か
ら
令
和
17
年
度
ま
で
と
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進
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教
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を
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に
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小
・
中
学
校
の
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全
体
構
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1学校規模が小さくなることによる「課題」の例
●クラス替えが難しく、人間関係や相互評価が固定化しやすい。
●多様な考え方に触れる機会や切磋琢磨する機会が少なくなりやすい。
●運動会などの集団による教育活動に制約が生じやすく、特に中学校
では部活動の選択の幅が狭くなりやすい。
●教員配置数が減り、小学校ではグループ学習や習熟度別学習など、
多様な指導形態を取りにくくなる。また、中学校では各教科の免許
を持つ教員を配置しにくくなり、教職員が免許を持っていない教科
を例外的に受け持つ「免許外指導」が発生しやすくなる。

させっ たく ま

『登別市学校適正配置基本
　方針』の主な内容
①学校規模の目安
　小学校：１学年１学級以上
　中学校：１学年２学級以上
②学級規模の目安　１学級20人程度以上
　（１学年１学級の場合）
③学校規模を適正にするための手法　　
隣接学校との統合・通学区域の調整、
学校の新設など

④適正規模の確保にあたっての考え方
　規模の目安を下回り、具体的課題が生
じている学校は、③を用いて子ども達
の教育環境を確保する。

『公立小学校・中学校の適
　正規模・適正配置等に関
　する手引』の主な内容
●望ましい学級
　小学校：少なくとも１学年１学級以上
が必要。２学級以上あることが望まし
い。

　中学校：少なくとも１学年２学級以上
が必要。３学級以上あることが望まし
い。

●通学の距離と時間の目安
　小学校：おおむね４　　以内
　中学校：おおむね６　　以内
※スクールバス等を利用する場合はおお
むね１時間以内。
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に
、
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の
取
り
組
み
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討
し
ま
し
た
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童
・
生
徒
数
は
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令
和
３
年
４

月
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で
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た
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、

令
和
７
年
度
に
は
２
千
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ま
で
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る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
幌
別
地
区
の
幌
別
東
小
学
校
は
、

令
和
７
年
度
以
降
、
２
つ
の
学
年
を

一
つ
に
ま
と
め
た
複
式
学
級
が
継
続

的
に
生
じ
、
『
学
校
適
正
配
置
基
本

方
針
』
で
示
す
学
校
規
模
の
目
安
を

下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
登
別
地
区
の
登
別
中
学
校

は
、
す
で
に
１
学
年
１
学
級
の
状
況

が
続
き
、
『
学
校
適
正
配
置
基
本
方

針
』
で
示
す
学
校
規
模
の
目
安
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
令
和
５
年

度
以
降
は
学
級
規
模
の
目
安
を
下
回

る
学
年
が
複
数
生
じ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
第
１
期
中
に
登
別
中

学
校
を
幌
別
中
学
校
に
統
合
し
、
加

え
て
幌
別
東
小
学
校
を
幌
別
小
学
校

に
統
合
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
登
別
地
区
の
登
別
小
学
校

は
、
今
も
『
学
校
適
正
配
置
基
本
方

針
』
で
示
す
学
級
規
模
の
目
安
を
下

回
っ
て
い
ま
す
が
、
同
地
区
唯
一
の

小
学
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
地
区

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
こ

と
な
ど
も
検
討
し
な
が
ら
、
存
続
さ

せ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。　

　
こ
の
結
果
、
現
在
13
校
の
市
内
小

・
中
学
校
数
は
、
第
１
期
中
に
11
校

に
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
期
の
期
間
は
、『
基
本
計
画
』

の
次
期
計
画
期
間
に
合
わ
せ
て
、
令

和
８
年
度
か
ら
令
和
17
年
度
ま
で
と

22021. 9月号未来を創る子どもたちのために

将来における小・中学校のグランドデザイン（全体構想）
問い合わせ 教育部総務グループ（☎88１１１０）

人
口
減
少
が
進
む
中
で
子
ど
も
達
の

　

教
育
環
境
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

将
来
に
お
け
る
小
・
中
学
校
の

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン︵
全
体
構
想
︶

1学校規模が小さくなることによる「課題」の例
●クラス替えが難しく、人間関係や相互評価が固定化しやすい。
●多様な考え方に触れる機会や切磋琢磨する機会が少なくなりやすい。
●運動会などの集団による教育活動に制約が生じやすく、特に中学校
では部活動の選択の幅が狭くなりやすい。
●教員配置数が減り、小学校ではグループ学習や習熟度別学習など、
多様な指導形態を取りにくくなる。また、中学校では各教科の免許
を持つ教員を配置しにくくなり、教職員が免許を持っていない教科
を例外的に受け持つ「免許外指導」が発生しやすくなる。

させっ たく ま

『登別市学校適正配置基本
　方針』の主な内容
①学校規模の目安
　小学校：１学年１学級以上
　中学校：１学年２学級以上
②学級規模の目安　１学級20人程度以上
　（１学年１学級の場合）
③学校規模を適正にするための手法　　
隣接学校との統合・通学区域の調整、
学校の新設など

④適正規模の確保にあたっての考え方
　規模の目安を下回り、具体的課題が生
じている学校は、③を用いて子ども達
の教育環境を確保する。

『公立小学校・中学校の適
　正規模・適正配置等に関
　する手引』の主な内容
●望ましい学級
　小学校：少なくとも１学年１学級以上
が必要。２学級以上あることが望まし
い。

　中学校：少なくとも１学年２学級以上
が必要。３学級以上あることが望まし
い。

●通学の距離と時間の目安
　小学校：おおむね４　　以内
　中学校：おおむね６　　以内
※スクールバス等を利用する場合はおお
むね１時間以内。

3 2021.９月号 未来を創る子どもたちのために

第
２
期

　
（
令
和
８
〜
17
年
度
）

第
１
期

　
（
令
和
３
〜
７
年
度
）

2

3

キロ
メートル
キロ
メートル



（小学校８校、中学校５校、計 13 校）
現在の小・中学校の配置の状況

⑬

⑫

⑪ ⑩
⑨

⑧
⑦

⑥

⑤

④
③ ②

①

①　登別小学校
②　幌別東小学校
③　幌別小学校
④　幌別西小学校
⑤　青葉小学校
⑥　富岸小学校
⑦　若草小学校
⑧　鷲別小学校

⑨　登別中学校
⑩　幌別中学校
⑪　西陵中学校
⑫　緑陽中学校
⑬　鷲別中学校

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
計

値
を
基
に
、『
学
校
適
正
配
置
基
本

方
針
』
に
加
え
、『
公
立
小
学
校
・

中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等

に
関
す
る
手
引
』
も
参
考
に
し
な
が

ら
学
校
統
合
や
学
校
新
設
な
ど
の
取

り
組
み
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
期
は
、
第
１
期
に
比

べ
、
よ
り
「
将
来
の
予
想
図
」
と
い

う
側
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校

を
東
部
地
区
（
登
別
地
区
）
と
中
部

地
区
（
幌
別
地
区
と
富
岸
地
区
）
、

西
部
地
区
（
鷲
別
地
区
）
の
３
地
区

に
再
編
成
す
る
こ
と
な
ど
も
想
定
し

ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
数
は
、
令
和
８
年
度

で
２
千
573
人
、
令
和
17
年
度
に
は
１

千
965
人
ま
で
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
西
部
地
区
（
鷲
別
地
区
）
の
鷲
別

小
学
校
は
、
第
２
期
を
通
じ
て
１
学

年
１
学
級
の
状
態
が
続
く
と
予
想
さ

れ
る
ほ
か
、
中
部
地
区
（
幌
別
地
区

と
富
岸
地
区
）
の
青
葉
小
学
校
は
、

第
２
期
の
後
半
以
降
、
１
学
年
１
学

級
の
状
態
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
幌
別
小
学
校
は
、
第
１

期
中
に
幌
別
東
小
学
校
と
の
統
合
を

想
定
し
て
い
ま
す
が
、
統
合
し
て
も

な
お
令
和
８
年
度
に
は
１
学
年
１
学

級
の
学
年
が
生
じ
、
第
２
期
後
半
以

降
は
全
学
年
で
１
学
年
１
学
級
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
幌
別
西

小
学
校
も
、
第
２
期
後
半
に
は
全
学

年
で
１
学
年
１
学
級
に
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
小
学
校
は
、
第
２
期
中

に
西
部
地
区
（
鷲
別
地
区
）
の
鷲
別

小
学
校
と
若
草
小
学
校
を
統
合
。
中

部
地
区
（
幌
別
地
区
と
富
岸
地
区
）

の
４
校
体
制
（
統
合
後
の
幌
別
小
学

校
、幌
別
西
小
学
校
、青
葉
小
学
校
、

富
岸
小
学
校
）
を
２
校
体
制
に
再
編

成
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
は
、
第
１
期
中
に
登
別
中

学
校
と
の
統
合
を
想
定
し
て
い
る
幌

別
中
学
校
で
第
２
期
後
半
に
１
学
年

１
学
級
の
学
年
が
生
じ
る
ほ
か
、
西

陵
中
学
校
も
第
２
期
を
通
じ
て
全
学

年
で
１
学
年
１
学
級
の
状
態
が
続
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
２
期
中
に
幌

別
中
学
校
と
西
陵
中
学
校
の
統
合
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
市

内
小
・
中
学
校
数
は
、第
２
期
中
に
７

校
に
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
期
の
期
間
は
、
公
共
施
設
の

整
備
や
統
廃
合
の
指
針
と
な
る
『
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
』
に
合
わ

せ
て
、
令
和
18
年
度
か
ら
令
和
37
年

度
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
期
は
、
中
・
長
期
的
な
展
望

を
示
す
観
点
か
ら
、
現
在
の
通
学
区

域
や
第
２
期
ま
で
の
想
定
を
前
提
と

し
な
が
ら
も
通
学
区
域
を
再
編
成
す

る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
こ
の
間
の

児
童
・
生
徒
数
の
推
計
値
を
基
に
、

学
校
統
合
や
学
校
新
設
な
ど
を
検
討

し
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
数
は
、
令
和
18
年
度

に
は
１
千
960
人
、
令
和
37
年
度
に
は

１
千
308
人
ま
で
減
少
す
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
小
学
校
は
、
登
別
小
学
校
を
除
く

全
て
の
学
校
で
、
第
３
期
の
全
期
間

を
通
じ
て
１
学
年
２
学
級
の
状
態
が

続
く
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
第

２
期
に
引
き
続
き
、
第
３
期
も
４
校

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
は
、
第
３
期
前
半

に
は
３
校
全
て
で
国
が
望
ま
し
い
と

す
る
１
学
年
３
学
級
を
下
回
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
第
３
期
中
に

市
内
を
２
つ
の
通
学
区
域
に
再
編
成

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
市

内
小
・
中
学
校
数
は
、
第
３
期
中
に

６
校
に
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

　
こ
こ
ま
で
35
年
間
に
わ
た
る
小
・

中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
11
校
あ
る
市
内
の
小
・
中
学

校
を
こ
れ
か
ら
の
35
年
で
６
校
に
す

る
こ
と
を
想
定
し
た
内
容
に
、不
安
を

覚
え
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
は
、
あ
く
ま
で
も
現
時
点
の
児
童

・
生
徒
数
の
推
計
に
基
づ
い
て
検
討

し
た
想
定
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
ど
の
よ
う
な
形
で
適
正
な

学
校
規
模
を
確
保
し
、
子
ど
も
達
の

教
育
環
境
を
確
保
し
て
い
く
か
を
決

め
る
た
め
に
は
、
保
護
者
や
地
域
の

方
と
、
さ
ら
に
対
話
を
重
ね
る
こ
と

が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
、
ま
ず
は
第
１

期
中
に
想
定
し
た
「
幌
別
東
小
学
校

の
統
合
」と「
登
別
中
学
校
の
統
合
」

に
つ
い
て
、
保
護
者
や
地
域
の
方
と

議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
議
論
の
内
容
や
経
過
な
ど
は
、
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

42021. 9月号５ 2021.９月号 未来を創る子どもたちのために 未来を創る子どもたちのために

小学校７校、中学校４校、計 11 校

②幌別東小学校と③幌別小学校、
⑨登別中学校と⑩幌別中学校を統合。⑬

⑫

⑪ ⑩

⑨

⑧
⑦

⑥

⑤

④
③ ②

①

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

Ｒ
３

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

小学校４校、中学校３校、計７校

⑦若草小学校と⑧鷲別小学校、
⑨と⑩の統合校と⑪西陵中学校を統合。
中部地区に小学校新設（２カ所。場所は
児童・生徒数の推移により検討）⑬

⑫

⑪

⑧
⑦

①

Ｒ
８

Ｒ
９

Ｒ
10

Ｒ
11

Ｒ
12

Ｒ
13

Ｒ
14

Ｒ
15

Ｒ
16

Ｒ
17

小学校４校、中学校２校、計６校

2,635

2,924

1,892

1,032

2,573

1,965

1,339

626

1,706

867

1,738

897

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

⑨と⑩の統合校新設小学校

⑨と⑩と⑪の統合校と
⑫緑陽中学校と⑬鷲別中学校を、
東部と西部の 2校に再編。⑬

⑫

①

⑨と⑩と⑪の統合校

⑦と⑧の統合校

東部と西部の 2校に再編

小・中学校のグランドデザイン市内の児童・生徒数推計
▲児童数（小学生）　●生徒数（中学生）　■児童・生徒数
※グラフ中のRは「令和」を表します。

第
１
期

（
令
和
３
〜
７
年
度
）

第
２
期

（
令
和
８
〜
17
年
度
）

第
３
期

（
令
和
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〜
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年
度
）

第
３
期

　
（
令
和
18
〜
37
年
度
）

お
わ
り
に
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（小学校８校、中学校５校、計 13 校）
現在の小・中学校の配置の状況

⑬

⑫

⑪ ⑩
⑨

⑧
⑦

⑥

⑤

④
③ ②

①

①　登別小学校
②　幌別東小学校
③　幌別小学校
④　幌別西小学校
⑤　青葉小学校
⑥　富岸小学校
⑦　若草小学校
⑧　鷲別小学校

⑨　登別中学校
⑩　幌別中学校
⑪　西陵中学校
⑫　緑陽中学校
⑬　鷲別中学校

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
計

値
を
基
に
、『
学
校
適
正
配
置
基
本

方
針
』
に
加
え
、『
公
立
小
学
校
・

中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等

に
関
す
る
手
引
』
も
参
考
に
し
な
が

ら
学
校
統
合
や
学
校
新
設
な
ど
の
取

り
組
み
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
期
は
、
第
１
期
に
比

べ
、
よ
り
「
将
来
の
予
想
図
」
と
い

う
側
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校

を
東
部
地
区
（
登
別
地
区
）
と
中
部

地
区
（
幌
別
地
区
と
富
岸
地
区
）
、

西
部
地
区
（
鷲
別
地
区
）
の
３
地
区

に
再
編
成
す
る
こ
と
な
ど
も
想
定
し

ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
数
は
、
令
和
８
年
度

で
２
千
573
人
、
令
和
17
年
度
に
は
１

千
965
人
ま
で
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
西
部
地
区
（
鷲
別
地
区
）
の
鷲
別

小
学
校
は
、
第
２
期
を
通
じ
て
１
学

年
１
学
級
の
状
態
が
続
く
と
予
想
さ

れ
る
ほ
か
、
中
部
地
区
（
幌
別
地
区

と
富
岸
地
区
）
の
青
葉
小
学
校
は
、

第
２
期
の
後
半
以
降
、
１
学
年
１
学

級
の
状
態
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
幌
別
小
学
校
は
、
第
１

期
中
に
幌
別
東
小
学
校
と
の
統
合
を

想
定
し
て
い
ま
す
が
、
統
合
し
て
も

な
お
令
和
８
年
度
に
は
１
学
年
１
学

級
の
学
年
が
生
じ
、
第
２
期
後
半
以

降
は
全
学
年
で
１
学
年
１
学
級
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
幌
別
西

小
学
校
も
、
第
２
期
後
半
に
は
全
学

年
で
１
学
年
１
学
級
に
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
小
学
校
は
、
第
２
期
中

に
西
部
地
区
（
鷲
別
地
区
）
の
鷲
別

小
学
校
と
若
草
小
学
校
を
統
合
。
中

部
地
区
（
幌
別
地
区
と
富
岸
地
区
）

の
４
校
体
制
（
統
合
後
の
幌
別
小
学

校
、幌
別
西
小
学
校
、青
葉
小
学
校
、

富
岸
小
学
校
）
を
２
校
体
制
に
再
編

成
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
は
、
第
１
期
中
に
登
別
中

学
校
と
の
統
合
を
想
定
し
て
い
る
幌

別
中
学
校
で
第
２
期
後
半
に
１
学
年

１
学
級
の
学
年
が
生
じ
る
ほ
か
、
西

陵
中
学
校
も
第
２
期
を
通
じ
て
全
学

年
で
１
学
年
１
学
級
の
状
態
が
続
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
２
期
中
に
幌

別
中
学
校
と
西
陵
中
学
校
の
統
合
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
市

内
小
・
中
学
校
数
は
、第
２
期
中
に
７

校
に
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
期
の
期
間
は
、
公
共
施
設
の

整
備
や
統
廃
合
の
指
針
と
な
る
『
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
』
に
合
わ

せ
て
、
令
和
18
年
度
か
ら
令
和
37
年

度
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
期
は
、
中
・
長
期
的
な
展
望

を
示
す
観
点
か
ら
、
現
在
の
通
学
区

域
や
第
２
期
ま
で
の
想
定
を
前
提
と

し
な
が
ら
も
通
学
区
域
を
再
編
成
す

る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
こ
の
間
の

児
童
・
生
徒
数
の
推
計
値
を
基
に
、

学
校
統
合
や
学
校
新
設
な
ど
を
検
討

し
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
数
は
、
令
和
18
年
度

に
は
１
千
960
人
、
令
和
37
年
度
に
は

１
千
308
人
ま
で
減
少
す
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
小
学
校
は
、
登
別
小
学
校
を
除
く

全
て
の
学
校
で
、
第
３
期
の
全
期
間

を
通
じ
て
１
学
年
２
学
級
の
状
態
が

続
く
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
第

２
期
に
引
き
続
き
、
第
３
期
も
４
校

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
は
、
第
３
期
前
半

に
は
３
校
全
て
で
国
が
望
ま
し
い
と

す
る
１
学
年
３
学
級
を
下
回
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
第
３
期
中
に

市
内
を
２
つ
の
通
学
区
域
に
再
編
成

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
市

内
小
・
中
学
校
数
は
、
第
３
期
中
に

６
校
に
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

　
こ
こ
ま
で
35
年
間
に
わ
た
る
小
・

中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
11
校
あ
る
市
内
の
小
・
中
学

校
を
こ
れ
か
ら
の
35
年
で
６
校
に
す

る
こ
と
を
想
定
し
た
内
容
に
、不
安
を

覚
え
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
は
、
あ
く
ま
で
も
現
時
点
の
児
童

・
生
徒
数
の
推
計
に
基
づ
い
て
検
討

し
た
想
定
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
ど
の
よ
う
な
形
で
適
正
な

学
校
規
模
を
確
保
し
、
子
ど
も
達
の

教
育
環
境
を
確
保
し
て
い
く
か
を
決

め
る
た
め
に
は
、
保
護
者
や
地
域
の

方
と
、
さ
ら
に
対
話
を
重
ね
る
こ
と

が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
、
ま
ず
は
第
１

期
中
に
想
定
し
た
「
幌
別
東
小
学
校

の
統
合
」と「
登
別
中
学
校
の
統
合
」

に
つ
い
て
、
保
護
者
や
地
域
の
方
と

議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
議
論
の
内
容
や
経
過
な
ど
は
、
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

42021. 9月号５ 2021.９月号 未来を創る子どもたちのために 未来を創る子どもたちのために

小学校７校、中学校４校、計 11 校

②幌別東小学校と③幌別小学校、
⑨登別中学校と⑩幌別中学校を統合。⑬

⑫

⑪ ⑩

⑨

⑧
⑦

⑥

⑤

④
③ ②

①

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

Ｒ
３

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

Ｒ
７

小学校４校、中学校３校、計７校

⑦若草小学校と⑧鷲別小学校、
⑨と⑩の統合校と⑪西陵中学校を統合。
中部地区に小学校新設（２カ所。場所は
児童・生徒数の推移により検討）⑬

⑫

⑪

⑧
⑦

①

Ｒ
８

Ｒ
９

Ｒ
10

Ｒ
11

Ｒ
12

Ｒ
13

Ｒ
14

Ｒ
15

Ｒ
16

Ｒ
17

小学校４校、中学校２校、計６校

2,635

2,924

1,892

1,032

2,573

1,965

1,339

626

1,706

867

1,738

897

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

⑨と⑩の統合校新設小学校

⑨と⑩と⑪の統合校と
⑫緑陽中学校と⑬鷲別中学校を、
東部と西部の 2校に再編。⑬

⑫

①

⑨と⑩と⑪の統合校

⑦と⑧の統合校

東部と西部の 2校に再編

小・中学校のグランドデザイン市内の児童・生徒数推計
▲児童数（小学生）　●生徒数（中学生）　■児童・生徒数
※グラフ中のRは「令和」を表します。

第
１
期

（
令
和
３
〜
７
年
度
）

第
２
期

（
令
和
８
〜
17
年
度
）

第
３
期

（
令
和
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〜
37
年
度
）

第
３
期

　
（
令
和
18
〜
37
年
度
）

お
わ
り
に
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Ｒ
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Ｒ
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Ｒ
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（
年
度
）

（人）

（人）

（人）

（
年
度
）

（
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度
）
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